
第
５
回
筆
の
里
「
あ
り
が
と
う
の

ち
ょ
っ
と
大
き
な
絵
て
が
み
大
賞
」

入
選
作
品
展

●
一
般
の
部
「
あ
り
が
と
う
大
賞
」

・
「
特
別
賞
」･

「
優
秀
賞
」･

「
葉
書
大
賞
」･

子
ど
も
の
部

「
あ
り
が
と
う
大
賞
」･

「
葉
書

大
賞
」

11
月
10
日

～
１
月
14
日
祝

●
一
般
の
部

佳
作
・

子
ど
も
の
部

特
別
賞

（
前
期
）

11
月
10
日

～
12
月
９
日

（
後
期
）

12
月
11
日

～
１
月
14
日
祝

●
一
般
の
部
・
子
ど
も
の
部激

励
賞

（
前
々
期
）

11
月
10
日

～
11
月
25
日

（
前
後
期
）

11
月
27
日

～
12
月
９
日

（
後
前
期
）

12
月
11
日

～
12
月
24
日
祝

（
後
々
期
）

12
月
26
日

～
１
月
14
日
祝

※
佳
作
・
特
別
賞
・
激
励
賞
に
つ

い
て
は
、
応
募
の
あ
っ
た
都
道
府

県
に
よ
り
、
展
示
期
間
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
筆
の
里
工
房

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

入
場
料

大
人

300
円
（
240
円
）

小
中
高
生

150
円
（
120
円
）

※(
)

内
は
団
体
割
引（
20
人
以
上
）

筆
の
里

絵
て
が
み
年
賀
状

募
集

テ
ー
マ

自
由

募
集
作
品

絵
と
文
字
が
入
っ
た

絵
は
が
き
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
）

応
募
資
格

制
限
な
し

募
集
規
定

●
筆
を
使
用
し
た
絵
て
が
み
年
賀

状
作
品（
紙
質
は
葉
書
程
度
の
も
の
）

●
用
紙
は
定
形
郵
便
物
（
23.5
㎝
×

12
㎝
）
以
内
（
縦
横
自
由
）
・
裏

面
の
み
使
用
の
こ
と

●
１
人
何
作
品
で
も
応
募
可
。
た

だ
し
１
作
品
ご
と
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

●
出
品
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
を
１
作
品
ご

と
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
は
本
人
の
自
作
で
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。（
模
写
不
可
）

●
応
募
は
郵
送
も
し
く
は
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

12
月
１
日

～
12
月

31
日

（
当
日
消
印
有
効
）

入

賞

《
一
般
の
部
》

●
大
賞

（
賞
状
・
絵
て
が
み
小
箱
・
副
賞

５
万
円
）

１
人

●
特
別
賞

（
賞
状
・
絵
て
が
み
小
箱
）
10
人

●
優
秀
賞

(

賞
状
・
絵
て
が
み
用
筆)

100
人

《
こ
ど
も
の
部
〈
中
学
生
以
下
〉
》

●
大
賞

(

賞
状
・
図
書
券(

５
千
円))

５
人

●
優
秀
賞

(

賞
状
・
絵
て
が
み
用
筆)

20
人

入
賞
は
１
人
１
作
品
と
し
ま
す
。

発

表

入
賞
者
に
は
平
成
14
年
１

月
末
日
迄
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

展

示

入
選
作
品
は
、
期
間
中

筆
の
里
工
房
に
展
示
し
ま
す
。

●
期
間
は
平
成
14
年
２
月
１
日

～
２
月
28
日

●
開
館
時
間

午
前
９
時
半
～
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
半
迄
）

但
し
、
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
翌
日
）
は
休
館
日
で
す
。

備

考

●
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。
な
お
、
応
募

作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
入
賞
者
は
「
絵
て
が
み
文
化
種

蒔
き
人
」
と
し
て
認
定
い
た
し
ま

す
。（
認
定
書
交
付
）
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筆の里工房11月の休館日
11月５日･12日･19日･26日

〒731 4293 広島県安芸郡熊野町3115 １
TEL(082)855 3010 FAX(082)855 3011
開館時間9:30～17:00（入館は16:30まで）
URL:http://www.fude.or.jp/

●
熊
野
町
長
賞

熊
野
第
一
小
学
校
４
年

土

路

友
莉
奈

●
熊
野
町
長
賞

ひ
か
り
学
園

年
長

若

村

樹

奈

●
安
芸
地
区
図
工
同
好
会
長
賞

淳
教
幼
稚
園

年
長

福

原

智

史

●
海
田
地
区
消
防
組
合
消
防
長
賞

熊
野
第
二
小
学
校
４
年

福

原

博

志

（
敬
称
略
）

第
29
回
消
防
写
生
大
会
特
賞
入
選
作
品



【
熊
野
婦
人
俳
句
会
】

鶏
頭
や
逢
ひ
た
き
人
と
会
へ
ば
雨

工

藤

義

夫

高
原
の
果
て
何
處
ま
で
ぞ
蕎
麦
の
花

山

崎

貞

子

ひ
と
言
も
話
さ
ぬ
日
な
り
ち
ち
ろ
鳴
く

亀

谷

し
ず
恵

水
浴
び
て
眠
る
幼
子
見
て
う
れ
し

堀

野

眞
理
子

名
月
や
夫つ

ま

の
遺
し
て
呉
れ
し
庭

立

花

よ
し
え

今
日
あ
る
を
今
日
の
倖
と
す
草
の
花

久
保
田

フ
ク
ヨ

夕
風
に
残
る
香
の
あ
り
婆
羅
の
花

上

野

啓

子

敬
老
日
妣
の
残
せ
し
銭
太
鼓

大

田

文

子

柿
く
は
へ
犬
玄
関
に
駆
け
戻
る

阪

本

清

子

青
空
や
は
や
色
づ
き
し
梅
擬

隠

土

信

子

【
西
公
民
館
俳
句
グ
ル
ー
プ
】

遅
刻
の
子
走
る
や
走
る
稲
の
道

西

村

柳

子

ふ
る
里
の
青
田
の
中
の
診
療
所

別

府

藤

絵

早
稲
の
田
に
雀
百
羽
の
羽
音
か
な

渡

辺

文

湯
に
つ
か
り
鈴
虫
の
声
聞
き
入
り
ぬ

高

橋

喜
美
子

寝
つ
き
良
き
夫
の
鼾
や
遠
花
火

長

山

法

江

近
道
の
徒
空

あ

だ

と
な
り
た
る
草
い
き
れ

尺

田

せ

つ

一
人
の
湯
落
す
音
に
も
夜
の
秋

関

村

光

子

青
栗
を
架
台
に
一
つ
置
い
て
あ
り

南

村

マ
サ
子

隠
れ
た
る
子
は
す
け
て
見
ゆ
萩
の
花

進

藤

聿

美

潮
風
に
傷
み
し
蔵
に
昼
の
虫

木

村

里
風
子

今
年
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
、
広
島
県
の
各
会
場
で
行
わ

れ
た
。
俳
句
大
会
は
、
尾
道
市
、
協
賛
作
品
を
市
内
小
中
学
校
の

子
供
達
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
５
千
句
近
く
の
投
句
が
あ
っ
た
。

子
供
達
か
ら
の
発
信
で
あ
る
。
尾
道
市
周
辺
の
景
色
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
、
故
郷
は
尾
道
と
い
う
こ
と
か
。
そ
の
中
に
は
、
情

感
の
深
い
俳
句
も
あ
っ
た
。

こ
の
子
供
達
が
成
人
し
て
尾
道
を
去
っ
た
と
き
に
子
供
の
と
き

に
作
っ
た
俳
句
は
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

木
村

里
風
子

く
ま
の
俳
壇

熊
野
俳
句
同
好
会

10
月
５
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
熊

野
高
校
体
育
祭
は
始
ま
り
ま
し
た
。

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ぶ
つ
か
り

あ
い
、
励
ま
し
合
い
、
す
ば
ら
し

い
汗
と
な
り
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
様
・
ご
来
賓
の

方
々
、
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

熊
野
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

審
判
補
助
員
、「
掛
け
軸
に
挑
戦
」

を
担
当
し
た
生
徒
達
は
本
当
に
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。
「
ま
さ
か
こ

ん
な
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
は
。」、

「
選
手
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
感
想
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ａ
ク
ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
す

で
に
半
年
が
過
ぎ
、
「
７
時
間
目

の
補
習
」
も
流
れ
に
乗
り
、
生
徒

の
表
情
に
余
裕
が
で
て
き
ま
し
た
。

ま
た
少
し
ず
つ
実
力
も
発
揮
さ
れ
、

模
擬
試
験
な
ど
で
は
良
い
結
果
も

出
始
め
て
い
ま
す
。
「
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
頑
張
り
ま
す
。」
と
男

子
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
が
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

11
月
10
・
11
日

広
島
地
区
新

人
戦
に
む
け
て
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
が
猛
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

蒸
し
暑
い
こ
の
夏
を
の
り
こ
え
、

最
後
の
調
整
段
階
に
全
力
を
か
け

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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（蔚姥） 地元、熊野高校を通じて、地域と学校について考えていきます。

熊
野
高
等
学
校

躍
動
の
体
育
祭

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で

Ａ
ク
ラ
ス
７
時
間
目
補
習

今
、
女
子
バ
ス
ケ
部
が
熱
い
！




